
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊
とよ

田
た

市
し

の給
きゅう

食
しょく

を食
た

べる子
こ

どもたちに一
ひと

言
こと

お願
ねが

いします！ 

▲10月
がつ

の収
しゅう

穫
かく

の様
よう

子
す

 ▲ひげ根
ね

をとる作
さ

業
ぎょう

の様
よう

子
す

 

このさつまいもは、肥
ひ

料
りょう

や除
じょ

草
そう

剤
ざい

を一
いっ

切
さい

使
し

用
よう

せず、自
し

然
ぜん

に近
ちか

い 

状
じょう

態
たい

で育
そだ

てました。さつまいもの本
ほん

来
らい

の味
あじ

を楽
たの

しんでください。 

また、栽
さい

培
ばい

には障
しょう

がい者
しゃ

福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の仲
なか

間
ま

の力
ちから

も借
か

りています。 

みんなもぜひ、畑
はたけ

にあそびにきてください。一
いっ

緒
しょ

に野
や

菜
さい

を育
そだ

てる 

楽
たの

しさを知
し

ってもらいたいです。 

12年
ねん

前
まえ

から「自
し

然
ぜん

栽
さい

培
ばい

」にこだわって野
や

菜
さい

を栽
さい

培
ばい

している、豊
とよ

田
た

市
し

手
て

呂
ろ

町
ちょう

にある「自
し

然
ぜん

農
のう

福
ふく

の力
ちから

」の今
いま

枝
えだ

さんに取
しゅ

材
ざい

をしました！ 

 
肥
ひ

料
りょう

や農
のう

薬
やく

を全
まった

く使
つか

わずに、行
おこな

う栽
さい

培
ばい

の方
ほう

法
ほう

です。 

人
じん

工
こう

的
てき

なものを全
まった

く使
つか

わないことから、S
エス

D
ディー

G
ジー

ｓ
ズ

を達
たっ

成
せい

する農
のう

業
ぎょう

として注
ちゅう

目
もく

されています。 

土
つち

の環
かん

境
きょう

をまもる 

農薬
のうやく

や化
か

学
がく

肥
ひ

料
りょう

を使
つか

わないことで、土
つち

の中
なか

の生
い

き物
もの

に優
やさ

しく、農
のう

業
ぎょう

によって土
つち

の環
かん

境
きょう

が 

変
へん

化
か

するのを防
ふせ

ぎます。 

 地
ち

球
きゅう

もまもる 

 多
おお

くの化
か

学
がく

肥
ひ

料
りょう

は海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

され、長
なが

い時
じ

間
かん

をかけて運
はこ

ばれてきます。使
つか

わない 

ことで輸
ゆ

送
そう

される時
とき

に発
はっ

生
せい

するエネルギーや二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

が減
へ

り地
ち

球
きゅう

への負
ふ

担
たん

を減
へ

らします。 

 

ってなに？ 

 

▲自
し

然
ぜん

農
のう

福
ふく

の力
ちから

 今
いま

枝
えだ

 さん▲ 

４月
がつ

から栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

として働
はたら

き始
はじ

めて、安
あん

全
ぜん

でおいしい 

給
きゅう

食
しょく

を作
つく

るための衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

や献
こん

立
だて

の立
た

て方
かた

、学
がっ

校
こう

での 

指
し

導
どう

の方
ほう

法
ほう

など新
あたら

しいことを吸
きゅう

収
しゅう

する忙
いそが

しい日
ひ

々
び

を 

送
おく

っています。その中
なか

で、子
こ

どもたちが「給
きゅう

食
しょく

おいしい！」と声
こえ

をかけてくれたり、苦
にが

手
て

な食
た

べ物
もの

に挑
ちょう

戦
せん

したりするなど、頑
がん

張
ば

る姿
すがた

を近
ちか

くで見
み

ることができ、とても幸
しあわ

せです。 

また、毎
まい

朝
あさ

昇
しょう

降
こう

口
ぐち

に立
た

って子
こ

どもたちとあいさつをしたり、じゃんけんをしたりしながら

コミュニケーションをとることが楽
たの

しみの１つです。 

これからも、子
こ

どもたちが笑
え

顔
がお

になれるような給
きゅう

食
しょく

を作
つく

っていけるように頑
がん

張
ば

ります！ 

色
いろ

々
いろ

な姿
すがた

に変
へん

身
しん

し、納
なっ

豆
とう

や豆
とう

腐
ふ

など様
さま

々
ざま

な食
しょく

材
ざい

として私
わたし

たちの食
しょく

事
じ

に登
とう

場
じょう

する大
だい

豆
ず

。給
きゅう

食
しょく

では豊
とよ

田
た

市
し

でとれた大
だい

豆
ず

「フクユタカ」がたくさん登
とう

場
じょう

します。 

「フクユタカ」はおいしいだけでなく、様
さま

々
ざま

な食
しょく

材
ざい

に加
か

工
こう

しやすいのが特
とく

徴
ちょう

です。今
こん

回
かい

は、豊
とよ

田
た

市
し

中
なか

町
まち

の「農
のう

事
じ

組
くみ

合
あい

法
ほう

人
じん

若
わか

竹
たけ

」牧
まき

さんに取
しゅ

材
ざい

をしてきました！ 

▲種
たね

をまいている様
よう

子
す

 ▲収
しゅう

穫
かく

している様
よう

子
す

 ▲実
み

がなっている様
よう

子
す

▲  

６月
がつ

ごろ ９月
がつ

ごろ 11月
がつ

ごろ～ 

種
たね

をまく 

一
いっ

週
しゅう

間
かん

ほどで芽
め

が出
で

る 

 

虫
むし

や雑
ざっ

草
そう

が増
ふ

えすぎないように 

管
かん

理
り

する 

 

収
しゅう

穫
かく

 
乾
かん

燥
そう

 

袋
ふくろ

詰
づ

め、出
しゅっ

荷
か

 

大
だい

豆
ず

ができるまで 

朝
あさ

日
ひ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 

大
おお

津
つ

 亜
あ

衣
い

 先
せん

生
せい

 

▲３年
ねん

生
せい

の授
じゅ

業
ぎょう

の様
よう

子
す
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豊
とよ

田
た

市
し

の給
きゅう

食
しょく

を食
た

べる子
こ

どもたちに一
ひと

言
こと

お願
ねが

いします！ 大
だい

豆
ず

を作
つく

るときに大
たい

変
へん

なことはどんなことですか？ 

大
たい

変
へん

なことも多
おお

いですが、一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

作
つく

っています。みなさんも、 

いつも食
た

べている大
だい

豆
ず

がどのようにできているのかを知
し

り、 

食
た

べる喜
よろこ

びを感
かん

じてほしいです。 

 

天
てん

気
き

の影
えい

響
きょう

や虫
むし

の被
ひ

害
がい

を受
う

けやすいことです。 

年
とし

によっては全
ぜん

然
ぜん

収
しゅう

穫
かく

ができない時
とき

もあり、 

育
そだ

てるのがとても難
むずか

しいです。 

 

 

鳥
とり

に食べられない
 た

 

ように加
か

工
こう

された

種
たね

をまきます！ 

大
だい

豆
ず

の種
たね

⇒ 

ク イ ズ 

記
き

事
じ

を読
よ

んだら、下
した

の 

たべまるをタップして 

答
こた

えてみよう。 

▲農
のう

事
じ

組
くみ

合
あい

法
ほう

人
じん

若
わか

竹
たけ

 牧
まき

 さん 

 

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=WpnreuH25kCbBNDrK9sGkylY_xJlQXlIldmJsK1bzPpUOFZQWjdENjFaU1pVOVZYRkQzRkVDWkxJQS4u

